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利用製品：

分 野：自動車、一般工業製品
用 途 例：板金部品搬送、大型ワーク搬送

通常の治具では、ワーク形状が変わると治具も再作成が
必要となります。また、コンベヤ上に置く治具の数が多
い場合は、交換の手間や使用していない治具の保管場所
も膨大になります。
ならいユニットを使用すると、ならい素子がワーク形状
にならうので、治具の共通化が可能。
コストダウン、段取り替え時間短縮、保管場所の削減が
図れます。

コンベヤで工程間搬送をする際の下支え治具にならいユ
ニットを使用した事例です。
ならい素子の先端部を吸着パッドに変更すると、後工程
で複雑な加工にも対応可能。
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